
招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 1 ―

証券コード 6848
平成29年６月６日

株主の皆様へ
東京都新宿区高田馬場一丁目29番10号

東亜ディーケーケー株式会社
代表取締役社長 佐々木 輝 男

第73回定時株主総会招集ご通知
　

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第73回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら、後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示いただき、平成29年６月26日（月曜日）午後５時15分までに到着するよう
ご返送いただきたくお願い申しあげます。

敬 具
記
　

1. 日 時 平成29年６月27日（火曜日）午前10時（受付開始９時）
2. 場 所 東京都新宿区高田馬場一丁目29番９号 当社TDビル 10階
3. 目 的 事 項
報 告 事 項 1. 第73期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）事業報告、連

結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の
件

2. 第73期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）計算書類報告
の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の配当の件
第２号議案 取締役12名選任の件
第３号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
第４号議案 役員賞与支給の件

以上
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・当日ご出席の際は、お手数ながら、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申しあげます。また、資源節約のため、この「招集通知」をご持参くださいますようお願い
申しあげます。

・開会時刻間際は受付が大変混雑いたしますので、お早めにご来場くださいますようお願い申しあげ
ます。

・株主でない代理人及び同伴の方など、株主以外の方は株主総会にご出席いただけませんのでご注意
願います。また、代理人による議決権の行使につきましては、当社定款の定めにより議決権を有す
る他の株主１名を代理人として、その議決権を行使することができることとさせていただきます。
ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますので、ご了承ください。

・株主総会参考書類及び添付書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.toadkk.co.jp/）に掲載させていただきます。

事業報告書 2017年05月23日 16時36分 $FOLDER; 2ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 3 ―

（添付書類）
　

事 業 報 告
（平成28年４月１日から）平成29年３月31日まで

　
1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果
　当連結会計年度の世界経済は、米国や欧州の景気は緩やかな回復を見せましたが、中国経
済は減速傾向が続き、わが国経済も企業収益や設備投資の持ち直しの動きに足踏みが見られ
ました。為替相場も年初から円高が進み、昨年11月以降円安に転じたものの、通年では円
高傾向となり不透明かつ不安定感の中で推移しました。
　このような厳しい経営環境の中で、中間期は減収減益を余儀なくされましたが、通期では
中国向け環境用水質分析計をはじめとする海外輸出の大幅な増進に加えて、医療関連機器を
含む計測機器事業全般が回復し増収となりました。
　当連結会計年度の売上高は、不動産賃貸事業では埼玉県狭山市の貸店舗契約満了による解
約により減少したものの、計測機器事業を含め全体としては増収となりました。
　利益面では、主たる計測機器事業の増収と生産合理化効果で不動産賃貸事業の減益をカバ
ーできたことで営業利益は微減、経常利益は増加、加えて、前述の賃貸用不動産として所有
しておりました狭山市の土地及び建物の売却益を計上したことにより、親会社株主に帰属す
る当期純利益は平成12年10月の合併以来最高となりました。
　以上の結果、当連結会計年度の売上高は14,445百万円（前期比0.8％増）、営業利益は
1,365百万円（前期比0.1％減）、経常利益は1,426百万円（前期比0.6％増）、親会社株主に
帰属する当期純利益は1,226百万円（前期比31.7％増）となりました。
　
　ここに永年に亘る株主の皆様の温かく心強いご支援と、お客様、お取引先等全てのステー
クホルダーの皆様のご支援に改めて厚く感謝申しあげる次第であります。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援ご鞭撻を賜りますよう懇願申しあげます。
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　 分野別売上高の状況は、次のとおりであります。
（単位：百万円）

区 分

前連結会計年度（第72期）
平成27年４月１日から
平成28年３月31日まで

当連結会計年度（第73期）
平成28年４月１日から
平成29年３月31日まで 前 期 比

増 減 率(％)
売 上 高 構成比（％） 売 上 高 構成比（％）

計
　
測
　
機
　
器

事
　
業

環境・プロセス分析機器 5,451 38.1 5,533 38.3 1.5

科 学 分 析 機 器 1,752 12.2 1,801 12.5 2.8

産業用ガス検知警報器 365 2.6 352 2.4 △3.6

電 極 ・ 標 準 液 2,117 14.8 2,150 14.9 1.5

保 守 ・ 修 理 2,047 14.3 2,071 14.3 1.2

部 品 ・ そ の 他 2,327 16.2 2,322 16.1 △0.2

合 計 14,062 98.2 14,232 98.5 1.2

不 動 産 賃 貸 事 業 264 1.8 213 1.5 △19.4

合 計 14,326 100.0 14,445 100.0 0.8

　
　 ＜計測機器事業＞

　当事業の売上高は14,232百万円（前期比1.2％増）、受注高は14,635百万円（前期比
4.2％増）となりました。

　
　 ① 環境・プロセス分析機器

　この分野は、基本プロセス計測器、環境用大気測定装置、煙道排ガス用分析計、ボ
イラー水用分析装置、上下水道用分析計、環境用水質分析計、石油用分析計等であり
ます。
　国内市場では全般的に減収傾向ではあるものの、積極的に受注展開した海外市場で
は中国向け環境用水質分析計が大幅に増進したため増収となりました。
　これらの結果、環境・プロセス分析機器全体としては前期を1.5％上回りました。
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　 ② 科学分析機器
　この分野は、ラボ用分析機器、ポータブル分析計、医療関連機器等であります。
　ラボ用分析機器の売上高はHACH製品が増加し、ポータブル分析計は微増となりま
した。また、医療関連機器はOEM供給拡大効果で増加し、科学分析機器全体として
は前期を2.8％上回りました。

　 ③ 産業用ガス検知警報器
　この分野は、バイオニクス機器株式会社が製造・販売する産業用ガス検知警報器で
あります。
　大口顧客への出荷が減少し、前期を3.6％下回りました。

　 ④ 電極・標準液 ⑤ 保守・修理 ⑥ 部品・その他
　この分野は、前記①環境・プロセス分析機器、②科学分析機器の分野における全製
品群の補用品類、現地調整・定期点検及び修理、補用パーツ等に該当するものであり
ます。
④電極・標準液は微増、⑤保守・修理は微増、⑥部品・その他は微減となりまし
た。

　 ＜不動産賃貸事業＞
　東京都新宿区の本社に隣接の賃貸ビル１棟ほかを所有し、不動産賃貸事業を行ってお
ります。埼玉県狭山市の貸店舗の契約満了に伴う解約（当該土地及び建物は平成29年
３月30日売却済み）により、当事業の売上高は、213百万円（前期比19.4％減）とな
りました。
　

（2）設備投資の状況
　当期における設備投資額は1,472百万円で、主なものは、本社隣接土地購入、新工場建設
着手金及び生産・研究開発設備の更新等であります。

　
（3）資金調達の状況
　 当期におきましては、特記すべき事項はありません。
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（4）対処すべき課題
　当社グループは、合併以来の全社全領域での改革運動の成果で、収益力及び財務体質が大
きく改善強化され、経営基盤が確立したことから、安定化から成長戦略に大転換を図ってま
いります。
　平成28年に策定した「第２次HYBRID 経営計画」改め、「第２次HYBRID 経営修正計画」
（平成29年４月～平成31年３月）をこの４月にスタートさせました。成長戦略である「開
発」「営業」「人財」へ重点投資することにより、以下の項目の解決等を通じて、持続的な成
長と企業価値向上に努めてまいります。
① 国内営業の活性化と戦略強化で成長戦略の大転換を 図 る。
② 成長戦略の担い手として海外売上高25％目標を早期実現する。
③ グループ全体で開発体制分担、新超速開発体制を構築する。
④ グループの生産体制を戦略的に明確化し、改革を断行する。
⑤ 品質保証の専権責任者の指揮により全社総力で品質一番宣言を実行する。
⑥ 全社員が総活躍の頭脳集団を創り期待以上の成果を出す教育をする。

（5）財産及び損益の状況の推移

区 分 第 70 期
平成25年度

第 71 期
平成26年度

第 72 期
平成27年度

第73期
（当連結会計年度）
平成28年度

売 上 高（百万円） 13,923 14,066 14,326 14,445

経 常 利 益（百万円） 1,357 1,287 1,418 1,426

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 881 759 931 1,226

１株当たり当期純利益（円） 44.45 38.30 46.97 61.85

総 資 産（百万円） 17,469 18,220 18,651 19,986

純 資 産（百万円） 11,228 12,038 12,459 13,769
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（6）重要な親会社及び子会社の状況（平成29年３月31日現在）
　

　 ① 親会社との関係
　 該当事項はありません。
　
　 ② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 出資比率 主要な事業内容

百万円 ％
山 形 東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ 株 式 会 社 10 100 計測機器、電極の製造

岩 手 東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ 株 式 会 社 10 100 計測機器、電極の製造

ア リ ス 東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ 株 式 会 社 10 100 計測機器、標準液の製造

東亜ＤＫＫアナリティカ株式会社 50 100 計測機器の製造

バ イ オ ニ ク ス 機 器 株 式 会 社 42 100 計測機器の製造・販売、保守・サービス

東亜ＤＫＫサービス株式会社 50 100 計測機器の保守・サービス、販売

　

　
（7）主要な事業内容（平成29年３月31日現在）

計

測

機

器

事

業

環境・プロセス分析機器
基本プロセス計測器（pH・ORP計、電気伝導率計、溶存酸素計、電磁濃度計、ガスクロマトグラフ）、
環境用大気測定装置、煙道排ガス用分析計、ボイラー水用分析装置、上下水道用分析計、環境用水質分
析計、石油用分析計

科学分析機器
ラボ用分析機器・ポータブル分析計（pH・ORPメータ、電気伝導率計、イオンメータ、溶存酸素計、
水質・塩分計、吸光光度計）、分離分析計、LAシステム、医療関連機器（透析関連装置、臨床用検査機
器）

産業用ガス検知警報器
　定置式ガス検知器、本質安全防爆ガス検知器、可搬型ガス検知器

電極・標準液、保守・修理、部品・その他

不 動 産 賃 貸 事 業
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（8）主要な営業所及び工場（平成29年３月31日現在）
　

　 ① 当社

名 称 所 在 地

本 社 東 京 都 新 宿 区

狭山テクニカルセンター・開発研究センター 埼 玉 県 狭 山 市

東 京 エ ン ジ ニ ア リ ン グ セ ン タ ー 東 京 都 東 大 和 市

大 阪 支 社 大 阪 府 大 阪 市

札 幌 営 業 所 北 海 道 札 幌 市

仙 台 営 業 所 宮 城 県 仙 台 市

千 葉 営 業 所 千 葉 県 市 原 市

神 奈 川 営 業 所 神 奈 川 県 横 浜 市

静 岡 営 業 所 静 岡 県 静 岡 市

名 古 屋 営 業 所 愛 知 県 名 古 屋 市

岡 山 営 業 所 岡 山 県 倉 敷 市

広 島 営 業 所 広 島 県 広 島 市

山 口 営 業 所 山 口 県 周 南 市

四 国 営 業 所 香 川 県 高 松 市

九 州 営 業 所 福 岡 県 北 九 州 市
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　 ② 子会社

名 称 所 在 地

山 形 東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ 株 式 会 社 山 形 県 新 庄 市

岩 手 東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ 株 式 会 社 岩 手 県 遠 野 市

ア リ ス 東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ 株 式 会 社 埼 玉 県 狭 山 市

東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ ア ナ リ テ ィ カ 株 式 会 社 東 京 都 東 大 和 市

バ イ オ ニ ク ス 機 器 株 式 会 社 東 京 都 東 大 和 市

東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ サ ー ビ ス 株 式 会 社 東 京 都 東 大 和 市

（9）従業員の状況（平成29年３月31日現在）

区 分 従 業 員 数 前期末比増減

男 性 463名 ８名増

女 性 139名 １名増

合 計 602名 ９名増

（注）１．従業員数は、就業人員です。
２．役員、顧問及び臨時従業員（83名）は含んでおりません。

（10）主要な借入先の状況（平成29年３月31日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 192百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 180百万円

株 式 会 社 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 50百万円
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2. 会社の株式に関する事項（平成29年３月31日現在）
（1）発行可能株式総数 50,000,000株
（2）発行済株式の総数 19,880,620株
（3）株主数 5,105名
（4）大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

千株 ％
ハック・カンパニー 6,659 33.58

山下 直 1,109 5.60

明治安田生命保険相互会社 1,050 5.29

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 525 2.65

株式会社みずほ銀行 512 2.58

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 446 2.25

株式会社三菱東京UFJ銀行 419 2.11

佐々木 輝男 397 2.00

東亜ディーケーケー社員持株会 283 1.43

みずほ信託銀行株式会社 259 1.31

（注）１．千株未満は切り捨てて表示しております。
２．持株比率は、自己株式（47,663株）を控除して計算しております。

3. 会社の新株予約権等に関する事項
　 該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等（平成29年３月31日現在）
地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 佐々木 輝 男

取 締 役 会 長 山 守 康 夫 ダナハーコーポレーション シニアーアドバイザー

代表取締役副社長 高 橋 俊 夫 社長補佐、国内営業本部・海外営業本部・営業推進本部・経営戦略部
統括

取締役副社長 玉 井 亨 管理本部長兼総務人事部長兼経理部長、関係会社担当、コンプライア
ンス管理責任者、情報管理責任者

常 務 取 締 役 赤 沢 真 一 開発技術本部長、生産本部統括

取 締 役 山 下 和 人 経営戦略部長

取 締 役 松 野 侶 夫 生産本部長、狭山テクニカルセンター長、東京エンジニアリングセン
ター長

取 締 役 伊 東 哲 開発技術本部開発企画部長、知的財産権担当

取 締 役 マニッシュ・
バ ト ナ ガ ー

ダナハーコーポレーション アジア・水部門バイス・プレジデント＆
ゼネラル・マネージャー

取 締 役 田 中 健一郎 弁護士、野原ホールディングス株式会社社外監査役、旭松食品株式会
社社外取締役、新日本無線株式会社社外取締役

取 締 役 大 野 博

常 勤 監 査 役 柳 下 耕 一

常 勤 監 査 役 吉 田 壽

監 査 役 冨 山 恭 道 公認会計士、税理士

監 査 役 米 澤 廣 行

（注）１．取締役田中健一郎、取締役大野博の両氏は、社外取締役であります。なお、両氏につきましては、
東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。

２．常勤監査役吉田壽、監査役冨山恭道、監査役米澤廣行の３氏は、社外監査役であります。なお、冨
山恭道、米澤廣行の両氏につきましては、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ておりま
す。

３．常勤監査役吉田壽氏は、明治安田ライフプランセンター株式会社取締役を務めるなど、財務及び会
計に関する相当程度の知見を有するものであります。
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４．監査役冨山恭道氏は、公認会計士及び税理士としての資格を有しており、財務及び会計に関する相
当程度の知見を有するものであります。

５．監査役米澤廣行氏は、明治安田ライフプランセンター株式会社常務取締役を務めるなど、財務及び
会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

６．当事業年度中に辞任した取締役は次のとおりであります。
　

　氏 名 　辞 任 日 辞任時の地位・担当及び重要な兼職の状況

　中 村 守 三 平成28年６月28日
常務取締役
子会社生産改革担当、東京エンジニアリングセンター
長、東亜DKKアナリティカ株式会社代表取締役社長

　森 寺 弘 充 平成28年６月28日 取締役
開発技術本部開発企画部長、知的財産権担当

　上 野 隆 平成28年９月21日 取締役
ライカ マイクロシステムズ株式会社代表取締役社長

　

７．平成29年３月31日現在の執行役員の氏名及び担当は次のとおりであります。
　

地 位 氏 名 担 当

執 行 役 員 岡 林 充 洋 開発技術本部設計部長

執 行 役 員 茂 木 隆 開発技術本部生化学技術部長

執 行 役 員 嘉 津 誠 治 国内営業本部西日本営業部長兼大阪支社長

執 行 役 員 田野倉 和 夫 国内営業本部長

執 行 役 員 沖 田 安 生 生産本部品質保証部長

執 行 役 員 岸 川 則 夫 国内営業本部生化学営業部長

執 行 役 員 中 島 信 寿 営業推進本部長

執 行 役 員 東海林 正 男 国内営業本部東京第２営業部長

執 行 役 員 魚 次 泰 介 海外営業本部長
　
（2）責任限定契約の内容の概要

当社は、定款に基づき、取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）及び監査役と
の間で、会社法第423条第１項の損害賠償責任を法令が規定する額に限定する契約を締結
しております。
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（3）当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の額
区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取 締 役 12名 　 245百万円

監 査 役 5名 41百万円
合 計

（うち社外役員）
17名
（ 6名）

286百万円
（ 35百万円）

　

（注）１．当事業年度中に在任している取締役のうち、２名は無報酬であり、支給人員には含めておりません。
　 ２．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人給与相当額（賞与含）2,820万円は含まれてお

りません。
３．報酬等の額には、当事業年度に計上した役員退職慰労引当金繰入額5,947万円（取締役5,558万円、
監査役389万円（うち社外役員224万円））が含まれております。

４．報酬等の額には、平成29年６月27日開催の第73回定時株主総会において決議予定の役員賞与2,700
万円（取締役2,430万円、監査役270万円（うち社外役員165万円））が含まれております。

　
（4）社外役員に関する事項
① 他の法人等の社外役員の兼職状況及び当社と当該他の法人等との関係
社外取締役田中健一郎氏は、野原ホールディングス株式会社社外監査役、旭松食品株式
会社社外取締役、新日本無線株式会社社外取締役を兼務しております。なお、当社とこれ
らの会社の間には特別の関係はありません。

　

　 ② 当事業年度における主な活動状況
　

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役 田 中 健一郎 当事業年度開催の取締役会15回のうち13回に出席し、弁護士として
の専門的立場から適切かつ有益な意見を述べております。

取 締 役 大 野 博 昨年６月に取締役に就任した後に開催された取締役会13回のうち13
回に出席し、適宜有益な意見を述べております。

常 勤 監 査 役 吉 田 壽 当事業年度開催の取締役会15回のうち15回に出席、監査役会14回の
うち14回に出席し、適宜有益な意見を述べております。

監 査 役 冨 山 恭 道
当事業年度開催の取締役会15回のうち15回に出席、監査役会14回の
うち14回に出席し、公認会計士及び税理士としての専門的立場から適
切かつ有益な意見を述べております。

監 査 役 米 澤 廣 行
昨年６月に監査役に就任した後に開催された取締役会13回のうち13
回に出席、監査役会10回のうち10回に出席し、適宜有益な意見を述
べております。
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5. 会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称
　 新日本有限責任監査法人

（2）会計監査人の報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 32百万円

当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 32百万円

（注）１．監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、監査
方法及び監査内容などを確認、検討した結果、会計監査人の報酬等について、会社法第399条第１
項の同意を行っております。

　 ２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当該事業年度に係る
報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

（3）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社は、会社法第340条第１項各号に定める監査役会による会計監査人の解任のほか、会
計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監査役会の決定によ
り、会計監査人の解任または不再任に関する議案を株主総会に提案いたします。

（4）会計監査人が受けた過去２年間の業務停止処分に係る事項
　当社の会計監査人である新日本有限責任監査法人は、平成27年12月22日、金融庁から、
契約の新規の締結に関する業務の停止３ヵ月（平成28年１月１日から同年３月31日まで）
の処分を受けました。
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6. 業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その他の業務の
適正を確保するための体制に関する基本方針の決議内容の概要は次のとおりであります。
　
（1）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
① 当社グループの取締役及び使用人が法令・定款等を遵守し、当社の経営理念に基づいた
行動を取るよう、「企業行動憲章・行動規範」及び「コンプライアンス管理規程」を制定
しております。
② 社長の下にコンプライアンス管理責任者を委員長とする「コンプライアンス委員会」を
設置しております。コンプライアンス委員会は、当社グループのコンプライアンスの取り
組みを横断的に統括し、取締役及び使用人の教育等を行っております。
③ 「内部通報取扱い要領」に基づき、当社グループの取締役及び使用人の法令・定款違反
その他のコンプライアンスに関する内部通報システムを整備し、社長、コンプライアンス
管理責任者、外部窓口への直接通報を可能にしております。
④ 「監査役監査基準」に基づき、監査役は、取締役の職務の執行に法令･定款違反行為また
はその恐れがあると認めたときは、取締役に対して助言または勧告を行うなど、必要な措
置を講じることとしております。

　
（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　「文書管理規程」及びその細則として「文書取扱い要領」を制定し、取締役の職務の執行
に係る情報の保存及び管理に関する体制を構築しております。

　
（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 「リスク管理規程」に基づき、当社グループのリスク管理体制を体系的に構築しており
ます。

② 特定の取締役を、当社グループのリスク管理体制に関する統括責任者であるコンプライ
アンス管理責任者として指名し、コンプライアンス管理責任者の下に、各リスクに関する
担当部門または子会社を特定し、当該部門の部長または子会社の社長を当該リスクの管理
責任者としております。
③ 当社グループは、有事の際の迅速かつ適切な情報伝達と緊急体制を整備しております。
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（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役会を毎月１回開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、経営執行の方針、法令
で定められた事項やその他経営に関する重要事項を決定し、業務執行状況を監督しており
ます。
② 取締役会の機能の強化・経営効率向上のため、経営会議を毎月１回以上開催し、業務執
行に関する個別経営課題を実務的な観点から審議、決定しております。
③ 当社グループの年度経営計画を策定し、具体的な施策を講じるための体制を整備してお
ります。
④ 「業務分掌規程」及び「職務権限規程」に基づき、各部門・職制の責任体制を明確にし
ております。

　
（5）当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 「関係会社管理規程」に基づき、管理本部を子会社の管理部門として総括的な管理を行
っております。
② 「内部統制管理要領」に基づき、監査室が当社グループの内部統制システムの有効性を
監査する体制を整備しております。
③ 当社から子会社に取締役及び監査役を派遣し、取締役会への出席を通して事業の状況を
定期的に監督しております。

　
（6）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す

る体制
　必要に応じて監査役の業務補助のためのスタッフを置くこととしております。現在、監査
役の業務補助のためのスタッフはおりません。当該スタッフを設置した場合の独立性につい
ては「監査役監査基準」に定めております。

　
（7）監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項
　監査役補助者の評価は監査役会が行い、監査役補助者の任命、解任、人事異動、賃金等の
改定については監査役会の同意を得た上で取締役会が決定することとし、取締役からの独立
性を確保しております。
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（8）当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役、使用人等（以下、「子会社の取
　 締役等」という。）またはこれらの者から報告を受けた者が監査役に報告をするための体

制その他の監査役への報告に関する体制
① 当社グループの監査役相互の情報交換に基づく連携体制を確立し、また当社監査役によ
る当社グループの取締役、使用人との意思疎通、情報収集及び監査を可能とする環境の整
備に努めております。
② 当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役等またはこれらの者から報告を受けた者
は、下記の事項について当社監査役に報告することとしております。
a. 会社の事業または業績に影響を与えるおそれのある事実
b. 職務執行に関する不正行為、法令・定款違反、その他のコンプライアンスに関する
重要な事実

c. 内部通報の内容
d. 関係当局の検査及び外部監査の結果
e. 関係当局から受けた行政処分等
f. 重要な会計方針の変更・会計基準等の制定及び改定
g. 業務及び業績見込みの発表内容、重要開示書類の内容等
h. その他会社経営上の重要な事項

　
③ 「内部通報取扱い要領」に基づき、当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役等ま
たはこれらの者から報告を受けた者が、当社の監査役に報告を行った場合、当該報告を行
ったことによる不利益な取扱いを行わないこととしております。

　
（9）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役は、取締役の重要な意思決定及び業務の執行状況把握のため、取締役会、経営会
議その他の主要な会議に出席し、必要に応じて詳細な報告を求めることができることとし
ております。
② 監査役は、稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役ま
たは使用人にその説明を求めることができることとしております。
③ 社長は、監査役と定期的に意見交換会を開催しております。また取締役は、監査役が監
査室との連携、適切な意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を図れるよう必要な措置を講
じております。
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④ 取締役は、監査役が当社の会計監査人から会計監査内容について説明を受け情報・意見
の交換を行うための必要な措置を講じております。
⑤ 監査役の職務の執行について生ずる費用は、あらかじめ予算を計上することとし、監査
役がその職務の執行について生じた費用の償還を請求したときは、当該費用が監査役の職
務の執行に必要ないと判断される場合を除き、速やかに当該費用を処理しております。

　
（10）反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
① 当社の企業行動憲章・行動規範に「反社会的勢力及び団体には、毅然とした態度で臨み
一切の関係を遮断します。」との条項を定めております。
② 反社会的勢力の排除体制として、「反社会的勢力排除対応規程」を制定しております。

　

上記体制の運用状況
（1）コンプライアンスに関する取組み
① コンプライアンス・ガイドライン（企業行動憲章・行動規範ガイドブック）を作成し、
当社グループの全ての取締役及び使用人に配付して周知徹底を図っております。
② コンプライアンス委員会を四半期毎に開催し、当社グループのコンプライアンスに関す
る研修計画及び取組み状況の報告を行っております。また、必要に応じて臨時の委員会を
開催し、個別の問題解決及び報告を行っております。当事業年度は６回開催しました。
③ 階層別研修及びテーマ別研修を実施し、コンプライアンス意識の向上に取り組みまし
た。
④ 内部通報を受け付けたときは、社長、コンプライアンス管理責任者、外部窓口が協議の
上、対応方針を決定し直ちに調査を開始、必要に応じて関係部門へ是正措置及び再発防止
策を勧告するなどしてコンプライアンスの徹底を図っております。
⑤ 取引先が反社会的勢力と関係がないことの調査を当社グループで毎年実施するととも
に、契約書全般に反社会的勢力排除に関する条項を定め、その排除を徹底しております。

　
（2）取締役の職務執行が効率的に行われることに関する取組み
① 取締役会は、法令・定款に定められた事項のほか、「取締役会規程」に定められた経営
に関する重要事項等について意思決定するとともに、取締役から職務執行状況の報告を受
けることなどにより経営監督を行っております。当事業年度は15回開催しました。
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② 取締役会において審議される事項については、取締役会への上程前に経営会議に付議
し、役付取締役と社長が指名した取締役及び執行役員との協議を経ることで、取締役の業
務執行の適正性・効率性の確保に努めております。
③ 取締役は、各本部・部門・子会社の業務執行の計画を精査し、月次の進捗状況について
報告を受け、課題を指摘し具体的な施策を講じております。

　
（3）リスク管理に関する取組み
① 当社グループのリスクマップを作成し、モニタリングを実施し毎年更新しております。
② 各リスクに関する担当部門及び子会社は、「リスク管理規程」に基づき、あらかじめ具
体的なリスクを想定・分類し、定期的にリスク管理の状況をコンプライアンス管理責任者
に報告しております。
③ コンプライアンス管理責任者は、リスク管理方針を策定し、当社グループのリスク管理
に関する活動内容を、コンプライアンス委員会、取締役会及び監査役会に報告しておりま
す。
④ 有事のリスク管理については、コンプライアンス管理責任者がリスクの発生について報
告を受けた場合に有事体制を確立する仕組みを構築し、適切に運用しております。

　
（4）当社グループにおける業務の適正性に関する取組み
① 子会社担当取締役は、各子会社から年度計画に対する定期的な進捗報告及び月例業務報
告を受け取り、総括的な管理を行っております。

② 監査室は、監査計画に基づき各部門及び子会社に対して業務監査を実施し、その結果を
社長並びに被監査部門及び関係部門の責任者へ報告し、業務の適正化に努めております。
③ 当社の子会社６社全てに役員を派遣し、事業の状況を監督しております。

　
（5）監査役の監査が実効的に行われることに関する取組み
① 監査役会は、監査役４名（うち社外監査役３名）で構成され、幅広く協議し積極的な助
言を行っており、当事業年度は14回開催しました。

② 常勤監査役は、取締役会、経営会議その他の重要な会議に出席し、取締役の業務執行状
況を把握しております。
③ 常勤監査役２名が、情報収集及び取締役との意見交換を常時行い、他の監査役へ報告し
ております。
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④ 監査役から稟議書その他業務執行に関する重要な文書に関し説明を求められた取締役ま
たは使用人は、要請に基づき情報や資料を適宜提供しております。
⑤ 監査役会は、全ての取締役に対し「取締役職務執行確認書」の提出を求め、法令・定款
の遵守状況を確認しております。
⑥ 会計監査人から監査役に対し、職務の遂行状況、監査体制、監査結果についての報告及
び意見交換を行っております。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（注） 本事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

事業報告書 2017年05月23日 16時36分 $FOLDER; 20ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 21 ―

連 結 貸 借 対 照 表
（平成29年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 12,991 流 動 負 債 2,922
現 金 及 び 預 金 4,536 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,262
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 6,151 短 期 借 入 金 441
た な 卸 資 産 1,816 リ ー ス 債 務 11
繰 延 税 金 資 産 136 未 払 金 378
そ の 他 352 未 払 法 人 税 等 298
貸 倒 引 当 金 △2 未 払 消 費 税 等 78
固 定 資 産 6,994 賞 与 引 当 金 232
有形固定資産 4,165 役 員 賞 与 引 当 金 27
建 物 及 び 構 築 物 1,833 そ の 他 192
機械装置及び運搬具 55 固 定 負 債 3,294
工 具 器 具 備 品 241 長 期 借 入 金 101
土 地 1,749 リ ー ス 債 務 14
リ ー ス 資 産 17 預 り 保 証 金 362
建 設 仮 勘 定 267 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 313
無形固定資産 271 退 職 給 付 に 係 る 負 債 2,429
ソ フ ト ウ エ ア 253 資 産 除 去 債 務 72
そ の 他 17 負 債 合 計 6,216
投資その他の資産 2,558 純 資 産 の 部
投 資 有 価 証 券 1,909 株 主 資 本 12,992
繰 延 税 金 資 産 290 資 本 金 1,842
そ の 他 358 資 本 剰 余 金 1,297

利 益 剰 余 金 9,863
自 己 株 式 △11
その他の包括利益累計額 777
その他有価証券評価差額金 965
退職給付に係る調整累計額 △187
純 資 産 合 計 13,769

資 産 合 計 19,986 負 債 純 資 産 合 計 19,986

事業報告書 2017年05月23日 16時36分 $FOLDER; 21ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 22 ―

連 結 損 益 計 算 書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 14,445
売 上 原 価 8,667
売 上 総 利 益 5,778

販売費及び一般管理費 4,413
営 業 利 益 1,365

営 業 外 収 益 76
受 取 利 息 0
受 取 配 当 金 26
受 取 負 担 金 8
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 9
そ の 他 32

営 業 外 費 用 15
支 払 利 息 9
債 権 売 却 損 1
為 替 差 損 4
そ の 他 0

経 常 利 益 1,426
特 別 利 益 338

固 定 資 産 売 却 益 338
特 別 損 失 3

固 定 資 産 除 却 損 3
そ の 他 0

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,761
法人税、住民税及び事業税 507
法 人 税 等 調 整 額 27 534
当 期 純 利 益 1,226
親会社株主に帰属する当期純利益 1,226
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連結株主資本等変動計算書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当 期 首 残 高 1,842 1,297 8,875 △11 12,003
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 △237 　 △237
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 　 　 1,226 　 1,226

自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 △0 △0
株 主 資 本 以 外 の 項 目
の当期変動額（純額 ) 　 　 　 　 －

当 期 変 動 額 合 計 － － 988 △0 988
当 期 末 残 高 1,842 1,297 9,863 △11 12,992

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 667 △211 456 12,459
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 － △237
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 　 　 － 1,226

自 己 株 式 の 取 得 　 　 － △0
株 主 資 本 以 外 の 項 目
の当期変動額（純額 ) 297 23 321 321

当 期 変 動 額 合 計 297 23 321 1,309
当 期 末 残 高 965 △187 777 13,769
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連 結 注 記 表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）

　1. 連結の範囲に関する事項
　 連結子会社の数 ６社
　 連結子会社の名称
　 山形東亜ＤＫＫ株式会社
　 岩手東亜ＤＫＫ株式会社
　 アリス東亜ＤＫＫ株式会社
　 東亜ＤＫＫアナリティカ株式会社
　 バイオニクス機器株式会社
　 東亜ＤＫＫサービス株式会社
　2. 持分法の適用に関する事項
（1）持分法を適用した関連会社の数 １社

　 持分法を適用した関連会社の名称
　 株式会社デイケイケイサービス関西
（2）持分法を適用しない関連会社の数 ３社

　 持分法を適用しない関連会社の名称
　 株式会社デイケイケイサービス北海道
　 株式会社ディーケーケーサービス茨城
　 計測システム株式会社
　 持分法を適用しない理由

持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であ
り、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外しております。

　3. 連結子会社の事業年度に関する事項
　 連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。
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　4. 会計方針に関する事項
　 （1）重要な資産の評価基準及び評価方法
　 ① 有価証券
　 その他有価証券

時価のあるもの…………………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全
部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

時価のないもの…………………移動平均法による原価法
　 ② デリバティブ

時価法
　 ③ たな卸資産

製品・半製品・仕掛品…………主として個別法に基づく原価法（収益性の低下によ
る簿価切下げの方法）

商品・材料………………………主として総平均法に基づく原価法（収益性の低下に
よる簿価切下げの方法）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
　 ① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法
ただし、不動産賃貸業用建物等及び平成10年４月
１日以降取得した建物（附属設備を除く）並びに平
成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び
構築物については定額法
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 10年～50年
機械装置及び運搬具 ２年～７年
工具器具備品 ２年～10年

　 ② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内に
おける利用可能期間（５年間）に基づく定額法
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　 ③ リース資産
　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算
定する定額法

（3）重要な引当金の計上基準
　 ① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上
しております。

　 ② 賞与引当金
従業員の賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結会計年度負担額を計
上しております。

　 ③ 役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額に基づき計上してお
ります。

　 ④ 役員退職慰労引当金
当社及び一部の連結子会社は、役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく
当連結会計年度末要支給額を計上しております。
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（4）その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　 ① 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における
退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。なお、退職給付債務
の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる方法につ
いては、給付算定式基準によっております。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）
による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会
計年度から費用処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整のうえ、
純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上して
おります。

　 ② 消費税等の会計処理
　 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（会計方針の変更）
法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の
取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度から適用し、平成
28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額
法に変更しております。
この変更による当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。

（追加情報）
繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用
　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用第26号 平成28年３月
　28日）を当連結会計年度から適用しております。
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（連結貸借対照表に関する注記）
　1. 担保提供資産
　 担保資産の内容及びその金額

土地 212百万円
建物 690百万円
その他 27百万円
合計 930百万円

　 担保に係る債務の金額
短期借入金 330百万円
一年以内返済予定の長期借入金 91百万円
長期借入金 101百万円
合計 522百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 5,405百万円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
　1. 当連結会計年度の末日における発行済株式の数

（単位：株）
　

株式の種類 当連結会計年度期首
株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度末
株 式 数

普通株式 19,880,620 － － 19,880,620
　
　2. 配当に関する事項
　 （1）配当金支払額
　

決 議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配 当 額
（円）

基 準 日 効力発生日

平成28年6月28日
定時株主総会 普通株式 237 12 平成28年3月31日 平成28年6月29日

　
　 （2）当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
　

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総 額
（百万円）

１株当たり
配 当 額
（円）

基 準 日 効力発生日

平成29年6月27日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 257 13 平成29年3月31日 平成29年6月28日
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（金融商品に関する注記）
　1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、主に計測機器の製造販売事業を行うための設備投資計画に照らして必
要な資金を銀行借入により調達しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産で
運用し、また短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。デリバティブ取引
は、為替変動リスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であ
ります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、
一部製品等の輸出に伴う外貨建ての営業債権は為替の変動リスクに晒されております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式及び満期保有目的の債券であ
り、市場価格の変動リスクに晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、６ヵ月以内の支払期日であります。
また、一部原材料等の輸入に伴う外貨建ての営業債務は為替の変動リスクに晒されてお
ります。
借入金は、金利変動リスクに晒されております。
デリバティブ取引は、為替予約であり、価格変動によるリスクを有しております。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
　 ① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、社内規定に従い、営業債権について、営業部門及び経理部門が主要な取引先
の状況を定期的にモニタリングし、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、
財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社
についても、当社の規定に準じて同様の管理を行っております。
デリバティブ取引の契約先はいずれも信用度の高い金融機関であるため、相手先の契
約不履行によるリスクはほとんど発生しないと認識しております。

　 ② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
当社及び連結子会社は、デリバティブ取引について、各社において取締役会で承認さ
れた取引の適正な実行及びリスク管理を目的とした基本方針に基づき、経理部門が関
係する規定に従い適正な社内手続きを経て実行しております。
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況を把握し
ております。
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③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社及び連結子会社は、各社において経理部門が資金繰り計画を作成・更新するとと
もに、手元流動性を一定水準に維持することなどにより、流動性リスクを管理してお
ります。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んで
いるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがありま
す。

　2. 金融商品の時価等に関する事項
平成29年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。

（単位：百万円）
　

連結貸借対照表計上額 時価 差額
（1）現金及び預金 4,536 4,536 －
（2）受取手形及び売掛金 6,151 6,151 －
（3）投資有価証券

その他有価証券 1,715 1,715 －
（4）支払手形及び買掛金 1,262 1,262 －
（5）短期借入金 441 441 －
（6）長期借入金 101 99 △1
（7）デリバティブ取引（＊） (0) (0) －

（＊）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項
目については、（ ）で示しております。

　（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
　 （1）現金及び預金、（2）受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっ
ております。

　 （3）投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関から提示され
た価格によっております。
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　 （4）支払手形及び買掛金、（5）短期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっ
ております。

　 （6）長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利
率で割り引いて算定する方法によっております。

　 （7）デリバティブ取引
為替予約は、取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。

（注２） 非上場株式（連結貸借対照表計上額194百万円）は、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フ
ローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資
有価証券その他有価証券」には含めておりません。

　
（賃貸等不動産に関する注記）
　1. 賃貸等不動産の状況に関する事項

当社は、東京都、埼玉県において賃貸オフィスビルや賃貸土地を有しております。
　2. 賃貸等不動産の時価に関する事項

（単位：百万円）
　

連結貸借対照表計上額 時価

1,645 3,509

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
２．当連結会計年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書等に基づく金額でありま
す。

（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 694円28銭
2. １株当たり当期純利益 61円85銭

（重要な後発事象に関する注記）
　 該当事項はありません。

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（平成29年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 11,556 流 動 負 債 2,852
現 金 及 び 預 金 4,242 支 払 手 形 295
受 取 手 形 2,248 買 掛 金 1,250
売 掛 金 3,564 短 期 借 入 金 330
商 品 111 一年以内返済予定の長期借入金 91
製 品 53 リ ー ス 債 務 8
半 製 品 308 未 払 金 340
材 料 187 未 払 費 用 62
仕 掛 品 124 未 払 法 人 税 等 193
前 渡 金 1 未 払 消 費 税 等 28
前 払 費 用 12 賞 与 引 当 金 156
繰 延 税 金 資 産 86 役 員 賞 与 引 当 金 27
未 収 入 金 536 設 備 関 係 支 払 手 形 4
そ の 他 80 そ の 他 64
貸 倒 引 当 金 △2 固 定 負 債 2,688

固 定 資 産 6,593 長 期 借 入 金 101
有 形 固 定 資 産 3,782 リ ー ス 債 務 12
建 物 1,668 預 り 保 証 金 362
構 築 物 48 退 職 給 付 引 当 金 1,882
機 械 装 置 16 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 257
車 両 運 搬 具 0 資 産 除 去 債 務 72
工 具 器 具 備 品 198 負 債 合 計 5,541
土 地 1,571 純 資 産 の 部
リ ー ス 資 産 13 株 主 資 本 11,643
建 設 仮 勘 定 267 資 本 金 1,842
無 形 固 定 資 産 265 資 本 剰 余 金 1,297
ソ フ ト ウ エ ア 250 資 本 準 備 金 1,297
リ ー ス 資 産 5 そ の 他 資 本 剰 余 金 0
施 設 利 用 権 9 利 益 剰 余 金 8,514
投資その他の資産 2,544 利 益 準 備 金 171
投 資 有 価 証 券 1,717 そ の 他 利 益 剰 余 金 8,343
関 係 会 社 株 式 274 配 当 準 備 積 立 金 28
関 係 会 社 長 期 貸 付 金 122 役 員 退 職 積 立 金 1
繰 延 税 金 資 産 97 海 外 開 拓 準 備 金 37
そ の 他 333 固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 233
貸 倒 引 当 金 △0 固定資産圧縮特別勘定積立金 144

別 途 積 立 金 1,024
繰 越 利 益 剰 余 金 6,874

自 己 株 式 △11
評価・換算差額等 965
その他有価証券評価差額金 965
純 資 産 合 計 12,608

資 産 合 計 18,150 負 債 純 資 産 合 計 18,150
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損 益 計 算 書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 13,487
売 上 原 価 9,127
売 上 総 利 益 4,360

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,468
営 業 利 益 892

営 業 外 収 益 356
受 取 利 息 2
受 取 配 当 金 282
受 取 負 担 金 8
貸 与 施 設 賃 貸 料 41
そ の 他 21

営 業 外 費 用 54
支 払 利 息 8
債 権 売 却 損 1
貸 与 施 設 賃 貸 費 用 39
為 替 差 損 3
そ の 他 1

経 常 利 益 1,194
特 別 利 益 338

固 定 資 産 売 却 益 338
特 別 損 失 3

固 定 資 産 除 却 損 3
そ の 他 0

税 引 前 当 期 純 利 益 1,529
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 330
法 人 税 等 調 整 額 36 366
当 期 純 利 益 1,162
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株主資本等変動計算書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 その他資本
剰 余 金

資本剰余金
合 計 利益準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金
配当準備
積 立 金

役員退職
積 立 金

海外開拓
準 備 金

当 期 首 残 高 1,842 1,297 0 1,297 171 28 1 37
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 　 － 　 　 　 　
固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　 － 　 　 　 　
固定資産圧縮特別勘定積立金の積立 　 　 　 － 　
当 期 純 利 益 　 　 　 － 　 　 　 　
自己株式の取得 　 　 　 － 　 　 　 　
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　 － 　 　 　 　
当 期 変 動 額 合 計 － － － － － － － －
当 期 末 残 高 1,842 1,297 0 1,297 171 28 1 37

　

株 主 資 本 評価・換算
差額等

純資産
合 計

利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本合計
その他
有価証券
評価差額金

そ の 他 利 益 剰 余 金
利益剰余金
合 計固定資産圧縮

積立金
固定資産圧縮特別勘定
積立金 別途積立金 繰越利益

剰余金
当 期 首 残 高 252 － 1,024 6,075 7,590 △11 10,719 667 11,386
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 △237 △237 　 △237 　 △237
固定資産圧縮積立金の取崩 △19 　 19 － 　 － 　 －
固定資産圧縮特別勘定積立金の積立 144 △144 － － －
当 期 純 利 益 　 　 1,162 1,162 　 1,162 　 1,162
自己株式の取得 　 　 　 － △0 △0 　 △0
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　 　 － 　 － 297 297
当 期 変 動 額 合 計 △19 144 － 799 924 △0 924 297 1,221
当 期 末 残 高 233 144 1,024 6,874 8,514 △11 11,643 965 12,608

事業報告書 2017年05月23日 16時36分 $FOLDER; 34ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 35 ―

個 別 注 記 表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

　1. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券
① 子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
② その他有価証券

時価のあるもの………………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部
純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定）

時価のないもの………………移動平均法による原価法
　 （2）デリバティブ

時価法
　 （3）たな卸資産

① 製品・半製品・仕掛品…………個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げ
の方法）

② 商品・材料………………………総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下
げの方法）

　2. 固定資産の減価償却の方法
　 （1）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法
ただし、不動産賃貸業用建物等及び平成10年４月１
日以降取得した建物（附属設備を除く）並びに平成
28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築
物については定額法
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 10年～50年
機械装置及び運搬具 ４年～７年
工具器具備品 ２年～10年
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（2）無形固定資産（リース資産を除く）
定額法
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内にお
ける利用可能期間（５年間）に基づく定額法

（3）リース資産
　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定
する定額法

　3. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上して
おります。

（2）賞与引当金
従業員の賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度負担額を計上して
おります。

（3）役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額に基づき計上しており
ます。

（4）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見
込額に基づき計上しております。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額
を当事業年度までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）
による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費
用処理しております。
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（5）役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支払に備えるため、当社内規に基づく当事業年度末要支給額を計上
しております。

　4. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連
結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

（2）消費税等の会計処理
　 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（会計方針の変更）
法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取
扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当事業年度から適用し、平成28年４月
１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更し
ております。
この変更による当事業年度の損益に与える影響は軽微であります。

（追加情報）
繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用
「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用第26号 平成28年３月
28日）を当事業年度から適用しております。
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（貸借対照表に関する注記）
　1. 担保提供資産
　 担保資産の内容及びその金額

土地 212百万円
建物 690百万円
その他 27百万円
合計 930百万円

　 担保に係る債務の金額
短期借入金 330百万円
一年以内返済予定の長期借入金 91百万円
長期借入金 101百万円
合計 522百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 4,877百万円
3. 関係会社に対する金銭債権 483百万円
　 短期金銭債権 361百万円
　 長期金銭債権 122百万円

4. 関係会社に対する短期金銭債務 1,021百万円

（損益計算書に関する注記）
　関係会社との取引高の総額

営業取引による取引高の総額
　売上高 389百万円
　仕入高 7,224百万円
　材料有償支給 1,605百万円
　業務委託費等 97百万円
営業取引以外の取引による取引高の総額 302百万円
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（株主資本等変動計算書に関する注記）
　当事業年度の末日における自己株式の数

(単位：株)

株式の種類 当事業年度期首
株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度 末
株 式 数

普通株式 47,555 108 － 47,663

(変動事由の概要)
　増加数の主な内訳は、次のとおりであります。
　 単元未満株式の買取による増加 108株

（税効果会計に関する注記）
　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
　 繰延税金資産
　 賞与引当金 48百万円
　 退職給付引当金 576百万円
　 投資有価証券評価損 31百万円
　 役員退職慰労引当金 79百万円
　 資産除去債務 22百万円
　 その他 41百万円
　 繰延税金資産小計 799百万円
　 評価性引当額 △39百万円
　 繰延税金資産合計 759百万円
　 繰延税金負債
　 固定資産圧縮積立金 △103百万円
　 固定資産圧縮特別勘定積立金 △64百万円
　 その他有価証券評価差額金 △389百万円
　 その他 △19百万円
　 繰延税金負債合計 △576百万円
　 繰延税金資産の純額 183百万円
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（関連当事者との取引に関する注記）
　子会社
会社等の名称 議決権等の所有

（被所有）割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（百万円） 科 目 期末残高
（百万円）

山形東亜ＤＫＫ
株 式 会 社

所有
直接 100％

当社製品の製造
委託 　製品の購入 2,827 買掛金 370

ア リ ス 東 亜
ＤＫＫ株式会社

所有
直接 100％

当社製品の製造
委託 　製品の購入 1,338 買掛金 129

バイオニクス
機器株式会社

所有
直接 100％ 資金の貸付

　資金の貸付 96 長期貸付金 122

　貸付金の回収 67
短期貸付金
(その他の
流動資産)

77

　利息の受取 2
前受金
(その他の
流動負債)

0

東 亜 Ｄ Ｋ Ｋ
サービス株式会社

所有
直接 100％

計測機器の保
守・サービス業
務の委託

保守・サービス
の外注 1,382 買掛金 252

　取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．製品の購入及び保守・サービスの外注については、総原価を勘案して、毎期価格交渉のうえ決定し

ております。
２．バイオニクス機器株式会社に対する資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決
定しており、返済条件は期間４年、元金平均返済としております。なお、担保は受け入れておりま
せん。

３．上記取引金額は消費税抜きの金額で、期末残高は消費税込みの金額で表示しております。
　兄弟会社等

会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（百万円） 科 目 期末残高
（百万円）

HACH WATER QUALITY
ANALYTICAL INSTRUMENTS － 当社製品の販売 製品の販売 1,278 売掛金 474

　取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．KAIC社の100％子会社であります。なお、KAIC社はその他の関係会社の親会社であるダナハーコー

ポレーションの100％子会社であります。
　 ２．価格その他の取引条件は、市場情勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉のうえで決定し

ております。
　 ３．上記取引金額は海外取引のため消費税は含まれておりません。
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（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 635円74銭
2. １株当たり当期純利益 58円60銭

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

東亜ディーケーケー株式会社 平成29年５月10日
取締役会 御中
　 新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 藤 明 典 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 福 井 聡 ㊞

　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、東亜ディーケーケー株式会社の平成２８
年４月１日から平成２９年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算
書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが
含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基
準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかど
うかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求
めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリ
スクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明する
ためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を
立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、東亜ディーケーケー株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

東亜ディーケーケー株式会社 平成29年５月10日
取締役会 御中
　 新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 藤 明 典 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 福 井 聡 ㊞

　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、東亜ディーケーケー株式会社の平
成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの第７３期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行っ
た。
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類
及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽
表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部
統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附
属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認め
られる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細
書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに
基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための
手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附
属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に
関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに
経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討
することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況を
すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　 利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第73期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告い
たします。

1． 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、
以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務
及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとし
て会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び
当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からそ
の構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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2． 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められ
ません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人「新日本有限責任監査法人」の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
　 会計監査人「新日本有限責任監査法人」の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　 平成29年５月11日
東亜ディーケーケー株式会社 監査役会

常勤監査役 柳 下 耕 一 ㊞
常勤監査役 吉 田 壽 ㊞
監 査 役 冨 山 恭 道 ㊞
監 査 役 米 澤 廣 行 ㊞

（注）常勤監査役 吉田 壽、監査役 冨山恭道及び監査役 米澤廣行は、会社法第2条第16号及び第335条
第3項に定める社外監査役であります。

以 上
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株主総会参考書類
　
議案及び参考事項
第１号議案　剰余金の配当の件

　当社は、株主の皆様には業績に応じた適正かつ安定的な配当を継続することを基本とし
ております。第73期は、所期の利益を確保できましたので、株主の皆様の期待にお応え
すべく以下のとおりといたしたいと存じます。
（1）配当財産の種類

　 金銭といたします。
（2）配当財産の割当に関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金13円（普通配当12円、特別配当１円）といたしたいと存
じます。

　 なお、この場合の配当総額は257,828,441円となります。
（3）剰余金の配当が効力を生ずる日

　 平成29年６月28日といたしたいと存じます。
　
第２号議案　取締役12名選任の件

　取締役 佐々木輝男、山守康夫、高橋俊夫、玉井亨、赤沢真一、山下和人、松野侶夫、
伊東哲、マニッシュ・バトナガー、田中健一郎、大野博の11氏は、本総会終結の時をも
って任期満了となります。つきましては、経営体制強化のため１名増員し、取締役12名
の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、取締役候補者の選任につきましては、代表取締役社長が役員人事諮問委員会に諮
問し同意を得て取締役会で決定しております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

1

たか はし とし お

高 橋 俊 夫
（昭和28年3月14日）

重 任

昭和50年 4 月 電気化学計器株式会社入社

18,600株

平成14年 3 月 当社国内営業本部大阪支社長
平成17年 4 月 当社営業本部東京営業部長
平成17年 6 月 当社執行役員
平成18年 6 月 当社営業本部副本部長
平成19年 6 月 当社取締役、営業企画部長
平成20年 4 月 当社開発本部長、開発二部長、マーケ

ティング担当、武蔵野RDセンター長
平成21年 6 月 当社常務取締役、品質保証本部統括補

佐
平成23年 6 月 当社社長補佐、生産本部統括
平成25年 6 月 当社専務取締役、営業本部長、開発本

部統括、ハック提携強化推進担当
平成26年 6 月 当社取締役副社長、生産本部統括、品

質保証本部統括
平成27年 6 月 当社代表取締役副社長（現任）、社長

補佐（現任）、国内営業本部統括（現
任）、海外営業本部統括（現任）、開発
技術本部統括

平成28年 6 月 当社経営戦略部統括（現任）
平成28年 7 月 当社営業推進本部統括（現任）

2

やま もり やす お

山 守 康 夫
（昭和22年2月5日）

重 任

昭和55年10月 三菱商事株式会社入社

15,800株

昭和59年11月 米国三菱商事 米国プロジェクト調整
局センター副センター長

平成元年 9 月 Anatel社長
平成13年11月 ダナハーコーポレーション バイスプ

レジデント
平成18年 6 月 当社取締役
平成21年 6 月 当社取締役相談役、経営顧問
平成22年 5 月 当社市場開発担当
平成23年 6 月 当社取締役会長（現任）
平成29年 1 月 ダナハーコーポレーション シニアー

アドバイザー（現任）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

3

たま い あきお

玉 井 亨
（昭和20年2月23日）

重 任

昭和42年 4 月 当社入社

23,400株

平成 7 年10月 当社経理部長
平成14年 6 月 当社執行役員
平成17年 4 月 当社管理本部経理部長、情報システム

部担当
平成17年 6 月 当社取締役、管理本部副本部長
平成19年 6 月 当社管理本部長（現任）
平成20年 6 月 当社情報管理責任者（現任）
平成21年 6 月 当社常務取締役
平成23年 6 月 当社社長補佐、管理本部企画総務部

長、コンプライアンス管理責任者（現
任）

平成24年 4 月 当社専務取締役、ハック提携強化推進
担当

平成25年 6 月 関係会社担当（現任）、新基幹システ
ム推進担当

平成26年 4 月 当社管理本部経理部長（現任）
平成26年 6 月 当社取締役副社長（現任）
平成27年 6 月 当社管理本部経営企画部長
平成27年10月 当社管理本部総務人事部長（現任）

4

あか ざわ しん いち

赤 沢 真 一
（昭和23年2月1日）

重 任

昭和45年 4 月 電気化学計器株式会社入社

40,795株

平成11年 4 月 同社応用開発部長
平成15年 6 月 当社執行役員、開発設計センター副セ

ンター長、企画開発グループ担当
平成17年 4 月 当社開発本部副本部長、開発一部長
平成17年 6 月 当社取締役
平成19年 7 月 当社開発本部開発二部長
平成21年 4 月 当社開発本部水質技術部長
平成23年 7 月 当社開発本部水・大気技術部長
平成25年 6 月 当社開発本部長
平成27年 6 月 当社開発技術本部長（現任）、開発技

術本部水・大気技術部長
平成28年 6 月 当社常務取締役（現任）、生産本部統

括（現任）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

5

やま した かず と

山 下 和 人
（昭和22年1月15日）

重 任

昭和49年 4 月 電気化学計器株式会社入社

15,500株

平成14年 5 月 当社国際業務部長
平成17年 6 月 当社執行役員
平成19年 4 月 当社営業本部副本部長
平成22年 1 月 当社ハック副総括
平成23年 6 月 当社取締役（現任）、ハック総括
平成24年 4 月 当社ハック統括
平成24年 6 月 当社営業本部ハック営業部長、国際業

務部担当
平成26年 1 月 当社営業本部長代理、ハック営業部担

当
平成26年 4 月 当社海外営業部担当
平成27年 6 月 当社海外営業本部長
平成27年10月 当社管理本部経営企画部長
平成28年 6 月 当社経営戦略部長（現任）

6

まつ の とも お

松 野 侶 夫
（昭和22年11月23日）

重 任

昭和46年 4 月 電気化学計器株式会社入社

7,200株

平成14年 5 月 当社生産センター狭山生産部長
平成17年 6 月 当社執行役員
平成17年 9 月 当社生産本部副本部長
平成19年 6 月 当社生産本部長、狭山テクニカルセン

ター長
平成23年 6 月 当社取締役（現任）
平成25年 1 月 当社生産本部資材購買部長
平成25年 4 月 当社東京エンジニアリングセンター長
平成25年 6 月 当社生産本部長代理、山形東亜DKK株

式会社取締役
平成26年 6 月 山形東亜DKK株式会社代表取締役社長
平成27年 6 月 当社生産本部長（現任）、狭山テクニ

カルセンター長（現任）
平成28年 6 月 当社東京エンジニアリングセンター長

（現任）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

7

い とう さとし

伊 東 哲
（昭和25年2月25日）

重 任

昭和48年 4 月 電気化学計器株式会社入社

24,600株

平成14年 5 月 当社商品開発センターセンサ技術部長
平成17年 4 月 当社開発本部センサ技術部長
平成17年 6 月 当社執行役員
平成19年 4 月 当社開発本部副本部長
平成23年 6 月 バイオニクス機器株式会社代表取締役

社長
平成25年 4 月 当社開発本部CS開発部長
平成28年 6 月 当社取締役（現任）、開発技術本部開

発企画部長（現任）、知的財産権担当
（現任）

8

なか じま のぶ ひさ

中 島 信 寿
（昭和31年9月28日）

新 任

昭和52年 4 月 東京電力株式会社入社

1,300株

平成13年 7 月 中央火力事業所計画部保修計画グルー
プマネージャー

平成17年 7 月 川崎火力建設所次長
平成19年 7 月 富津火力建設所次長
平成23年 4 月 西火力事業所横須賀火力発電所副所長
平成25年 6 月 当社執行役員（現任）、営業推進部長
平成27年 7 月 当社国内営業本部長代理
平成28年 7 月 当社営業推進本部長（現任）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

9

マニッシュ･
バトナガー

(Manish Bhatnagar)
（昭和44年4月20日）

重 任

平成 4 年 5 月 Lakme Lever社入社

0株

平成 8 年 4 月 ゼネラル・エレクトリック社（GEシ
リコン・インド）マーケット・デベロ
ップメント・マネージャー

平成16年 4 月 Underwriters Laboratories社（シン
ガポール･インド）インド＆東南アジ
ア・セールス＆マーケティング部門デ
ィレクター

平成23年 2 月 Underwriters Laboratories社（イン
ド）グローバル・ケミカル・インダス
トリィ部門バイス・プレジデント＆ゼ
ネラル・マネージャー

平成25年 2 月 ダナハーコーポレーション インド・
水部門バイス・プレジデント＆ゼネラ
ル・マネージャー

平成26年 7 月 ダナハーコーポレーション アジア・
水部門バイス・プレジデント＆ゼネラ
ル・マネージャー（現任）

平成27年 6 月 当社取締役（現任）

10

まる さだ かつ

丸 貞 克
（昭和29年11月28日）

新 任

昭和52年 4 月 株式会社日科機（現 ベックマン・コ
ールター株式会社）入社

0株

昭和60年 4 月 同社営業マネージャー
平成 5 年10月 ロシュ・ダイアグノスティックス株式

会社ヘマトロジービジネスユニット
マネージャー

平成 7 年10月 同社クリニカルケミストリー マーケ
ティング部長

平成 8 年 8 月 ボストン・サイエンティフィックジャ
パン株式会社バスキュラーサージェリ
ー営業部長

平成13年 1 月 同社バスキュラー事業部長
平成19年 6 月 ラジオメーター株式会社副社長
平成20年 6 月 同社代表取締役社長（現任）
平成28年10月 ダナハー・ジャパンボード副会長（現

任）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所 有 す る

当社株式の数

11

た なか けんいちろう

田 中 健一郎
（昭和21年4月30日）

重 任

社外取締役

独 立 役 員

昭和47年 4 月 弁護士登録

1,100株

昭和57年 4 月 小倉田中法律事務所（現 ひびき法律
事務所）設立

昭和59年 1 月 当社顧問弁護士
平成 6 年 6 月 当社社外監査役
平成23年 6 月 新日本無線株式会社社外取締役（現

任）
平成27年 6 月 当社社外取締役（現任）、旭松食品株

式会社社外取締役（現任）
平成29年 1 月 野原ホールディングス株式会社社外監

査役（現任）

12

おお の ひろし

大 野 博
（昭和20年10月2日）

重 任

社外取締役

独 立 役 員

昭和44年 4 月 三菱石油株式会社入社

2,300株

平成12年 6 月 新日本石油精製株式会社（合併により
社名変更）取締役水島製油所長

平成16年 6 月 同社代表取締役副社長
平成19年 6 月 同社代表取締役社長
平成22年 6 月 JX日鉱日石エネルギー株式会社（合併

により社名変更）顧問
平成28年 6 月 当社社外取締役（現任）

　
　（注）1. 各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。

2. 略歴中に記載がある電気化学計器株式会社は、平成12年10月１日当社と合併しております。
3. 田中健一郎、大野博の両氏は、社外取締役候補者であります。
4. 田中健一郎、大野博の両氏を社外取締役候補者とした理由は、次のとおりであります。
田中健一郎氏は、弁護士として活躍されており、企業法務の分野を中心に高い専門性と豊富な経験
を有していることから、経営陣から独立した立場で当社取締役会の意思決定機能や監督機能の実効
性強化といった社外取締役としての職務を適切に遂行いただけるものと考えており、社外取締役と
して選任をお願いするものであります。
大野博氏は、新日本石油精製株式会社代表取締役社長を務め、企業経営者としての豊富な経験、幅
広い知見を有しており、経営陣から独立した立場で当社取締役会の意思決定機能や監督機能の実効
性強化といった社外取締役としての職務を適切に遂行いただけるものと考えており、社外取締役と
して選任をお願いするものであります。
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5. 田中健一郎、大野博の両氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期
間は、本総会終結の時をもって、田中健一郎氏は２年、大野博氏は１年となります。また、田中健
一郎氏は、平成６年６月から平成27年６月までの21年間、当社の社外監査役でありました。

6. 当社は、定款に基づき、マニッシュ・バトナガー、田中健一郎、大野博の３氏との間で会社法第423
条第１項の損害賠償責任を法令が規定する額に限定する責任限定契約を締結しており、３氏の重任
が承認された場合、当該契約を継続する予定であります。また、丸貞克氏が選任された場合は、同
氏との間で同様の責任限定契約を締結する予定であります。

7. 当社は、田中健一郎、大野博の両氏を、東京証券取引所が定める独立役員として届け出ております。
両氏の重任が承認された場合、引き続き独立役員となる予定であります。

8. 各候補者が所有する当社株式の数は、平成29年３月31日現在の状況であります。

第３号議案　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
　本総会終結の時をもって任期満了により退任されます取締役 佐々木輝男氏に対し、在
任中の労に報いるため、当社の定める一定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を
贈呈することとし、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は、取締役会にご一任願いたい
と存じます。
　退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴

さ さ き てる お

佐々木 輝 男

昭和57年 2 月 電気化学計器株式会社入社
(合併により現 東亜ディーケーケー株式会社)
同社取締役市場開発担当

平成 元年 8 月 同社専務取締役営業本部長
平成12年10月 当社専務取締役
平成13年 6 月 当社代表取締役副社長
平成19年 4 月 当社代表取締役社長

　現在に至る
　

第４号議案　役員賞与支給の件
　当期末時点の取締役11名のうち、無報酬の取締役１名及び社外取締役２名を除く取締
役８名及び監査役４名に対し、当期の業績等を勘案して、役員賞与総額2,700万円（取締
役分2,430万円、監査役分270万円）を支給いたしたいと存じます。なお、各取締役及び
各監査役に対する金額は、取締役については取締役会に、監査役については監査役の協議
にご一任願いたいと存じます。

　
　以 上
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高田馬場駅

BIGBOX
高田馬場

ドン・キホーテ

ホテル
サンルート

ピーコック
ストア

サンクス

すき家

戸塚第二
小学校

日本点字
図書館

東京メトロ
５番出口

JR戸山口

西武新宿線
戸山口

山
手
線

西
武
新
宿
線

会場
東亜ディーケーケー

ＴＤビル

東亜ディーケーケー
本社

株主総会会場ご案内
　

日 時 平成29年６月27日（火曜日）午前10時（受付開始９時）
場 所 当社TDビル 10階 東京都新宿区高田馬場一丁目29番９号 電話 03－3202－0211

　

　

交通のご案内
JR山手線 高田馬場駅 戸山口より 徒歩約３分
西武新宿線 高田馬場駅 戸山口より 徒歩約３分
地下鉄東西線 高田馬場駅 ５番出口より 徒歩約５分
　

東亜ディーケーケー株式会社
〒169-8648 東京都新宿区高田馬場一丁目29番10号
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